




立美術館　(M亡SeedesBeaux･Artsd.Arras)　にお伽草子｢田村の草子｣　の写本 以下､アラス本)　が所蔵されていることが明らかとなった｡当 よりCD･Rに複写してもらった画像データか 判ったことを記し､田村の草子の諸本の一つとして紹介したい｡【アラス本の書誌】[形態]　写本､袋綴じ冊子本｡[冊数]　全五冊｡[表紙]　紺布地､金刺繍菊花紋｡[料紙]　鳥の子か｡詞昏き紙の背景に草木紋｡[見返し]　白料紙に金銀箔砂子散ら ｡
金　子　恵里子












【 翻 刻 】一巻(表紙)　[　　　二　(貼題姦)(見返し)
日本我てうはしま-て天神七代地神五代はさてをきぬ人わうの御代となってたひ　-　の将軍家をつかせ給ふ中にもとししけ将軍の御子にとしすけと申たてまつるは春は花のもとに 日を-ら 秋は月のまへにて夜をあかししいか-はんけんに心をかけいろをこのみしゆえんらつふむねとしておはしけるされとも御こゝろ
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とつらねてうちしほれたるありさまゑにかくともふてもをよひかた-柳のいとの春風になひきふようの-れなゐの雨をおひたるもかくや 思ひけるにつきし かふ人もな-たゝ一人ほれ　-　 して立給ふ也
(絵①1 )
｣　2表　　こはいかにてんまきしんの我をたはからん




とうちなかめつ､たもとにすかり給へはいは木ならぬさまにておなしくるまにてかへ給ひひよ-の契を し給ふには な-くわいにんし給ふとしすけ大きによろこひ給ひて我すてに五十に成まて千といふものなかりつるにか､る事こそ れしけれとていよ-1かしっき給ふか-て月日かさ るま,に御さんのようゐあ-けれは女はうおはせられけるはいまた十 は有へからす三年といはむ正月にたんしやうなるへしさん屋の高さは三十六丈百八十本のはしらを立て四百八十人の んしやうをもつて∴年かうちにつ-り出すへしと給ひけれはまことに三十六丈のろうか-をそくみあけ,るさるは さん屋に入給ふとき殿にむか わ ん屋に入て七日
よりうちに人かよふへからす八日にならはかならすまいるへしとてろうか-のうちへ人
｣　4衣　　給ふ将-ん今一口またん事千年をふる





いたきまいらせてろうか-よりおり給ひておはせけるは七日を過して御らんさふらは､日本のあるしとなしたてまつるへしとおもひつれとも我はんたいを御覧たるあひたそれもかなはすされとも天下の将軍となしたてま り候へしこのわかきみをはにちりう丸と申へしわか君三才のとしかならすと すけしゝ給ふ七さいのとし かとより大事のせん をかうふるへし我はます田かいけの大しや也しよてんのはからひたるにより にいもせのかたらひをなしつる也いとま申てさらはとてかきけすやうにうせにけり やうにおそろしき大しやとはしり給へとも三とせか間なれし名こ-のおしき事たとへんかたもな-てたゝなみたにむせひ立給ふあま-のなつかしさにむまれ給ふわか君になんちかは､はいつ-へゆきぬる
そとのたまへは天にむかひてあれ〈とはか- の給ひけるかくてとし月をすきゆ-はとに日-う殿三さいと申せし時ち､としすけはかな-ならせ給ひけりも
｣　6姦　　とよりこしたることなれともさしあたり





と子中けるは君の御ち､としすけ殿はんさいにてゑちせん -にけゐの津にてなかさ六ちゃうあまり 大しやをいたかせたまひぬされははんみ したをまひておそれけるとこそうけ給はれ はすてに七さいにならせたまへはなにのしさいの候へきこれはせんその御たからとてつののつきゆみにしんつうのかふらやとりそてたてまつるHりうとのゆみをしはり引給ふにすこしもさはるかたなし九百よきのくんひやうをそろへて なれかはへそ-たられけるかのところへ 給ひてふちのあたりを御らんしけれはれうらきんしうのたくひおほ-なかれ -
(絵③一)






しにて候ねかは-はこ 川のみつをほて大しやのすかたを我にみせ め給へとかんたんをくたきてねんし給へはま とに悌
｣ 　 1  0 襲｣　‖表
アラス市立美術館蔵｢日刊十の9-.子｣翻刻と解題89
神のめ-みをたれ給ふにやみなかみよこき-て三里かあひ た､日かはらとなりて百ひろはかりなる大しや.二つあらほれて臼りう殿に甲けるはなんちしらすやわれは御身かためにはおちなりわとのか母ますたかいけの人しやわかためにはいもうとにて りけるな-このかはにすむ事二千五百年なんちわつ 十三にてわれにてきをなさん事をよひかたしいて〈みちんになさんとて-ちよりくわえんをふきいたしけれは山も川も一度にねつてつのうみとそ成にける(絵④こ
されとも日りうとのすこしもさはかすつ






｣ 　 1  3 裏
90専修回文　第84号
れはいとはつかしきことなからか-て思ひしつまんもせんなしとてありのま､に たり給へはさこんのすけよりかけうけ給はりそれかしはり川とのにいひよるへきっ こそ侍れまつ御ふみをつかはして御らんさふらへと申けれはみと のうすやうに
つたへきくかせのたよりのわすられておもひきえなむことそかなしき






のやみちのしるへせしものかなとて左こんのしやうけんにそなされける て此 ちたひく御ふみかさなり のひ　-　の御ちきりあさからきりしに かとこのよしきこしめし御寄合にことよせてめあけられそれよりかへし給はすしてひとの将-んをは伊つの-にへそな


















此よし将-んへ申あけけれはいそきわかやにかへりこはいかなることやらんとなけき給へともかひもなしあまりのかなしさにせめて 夢になりともいま一たひ見まいらせはやとてすこしまとろみ給 はとしのほと十二三斗なるわらは三人つれてゆきけるかさきわらはのいひけるはそ 日本 そ-さんへむちのせうこ-なりといへ も神こ-たるゆへに人の心す をにして長久なりしれともまんしん 心あれはてんまのわさはひあり いひつたへけるこそまことにふしきなれとしひと将軍はゆみやのほま 世にす-れおに神もおそれしたかふほとの人なるにこのほとてうあひのつまをつし風にとられてなけさか しむと也あれほとのふしやうとしていひかひ き事かな わら
｣　2表　　けれは中なるわらはもまことにうみやまを｣　2塞 　きかしてもとりかへさすしてはいけるかひも
なきことよといへはあとなるもの､いは-それはさるこ なれともゆ-ゑをしらすはかゝせん -なからとしひとほとの人かてんくともをとらへてとふならはおそれてありところをいふへきものを そわらひけるそのこゑに夢さめてあたりをみれ も人もなしさてはふっ神の御つけそと有かたくおもひ八まん大ほきつにきせい申まつあたこ山にのほりきゃう-はう坊
｣　3表　　はうちにおはしますか天下の将-んとしひ
と是まてまいりたりと ほせけれはせつなか間にくうてんろう -玉のうてな出きたりやゝありて八十あまりなるらう僧てしともに手をひかれてよろほひ出てなにの御よう て御いて候と ひきのうへまてか､りたるまふた てしに引あけ
｣　3裏｣　4表
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よみ千こく千くはんを千人のそうにひき給へはその-りきにてしやうふっしてふしきのこと､もおほかりけりか-てとしひとはくらま まい-三七日こもり給ひてまんするとらのl.天にかつちうをたいてきちゃうをうちあけなんち かにをそきそといさめ給ふにうちおとろきてれはまくらにつるきをたてゝありけりさはしよくはんしやうしゆ有かた-おもひていそきむつの にへ -た-給ふそのころさいしをうしなふ人かすをしらす中にも二てうの大将殿御ひめきみ三権の中なこんとのゝ北の御かたみの､せんしかはちのはんくはんかく こと-の人　-　はたとひちいろのそ まてなりともあり とたにもさかはたつね とおほしめすお ふしなれはあるひはらうとうを-た 又はみつからくたる人もありおもひ　-　の出立
｣　6裏　　なやかにこそ見えた-けれさるほとに









三とせかあひたかとまも-の女とさためられて候とてさめ　-　とな- しひとき､給ひてせんしもきた-たるそ宮こへ- てゆくへしと まつみ いところの御事をとひ給ふに-はし-はし-さふらはす ､し二三日いせんまては御こゑの聞えたると申としひと心もとな-おほしめ おにはうちにあるかと ひ給ふ此ころゑちせんのかたへまい-たると申さてこのもんのうちへは何として人 おはせけれはあれに候りうのこまにのりてうちへ人もんをひらきてけんそくともをはいれ候 申けれはかのりうにのりいらむとし給へとももんのうちへはいらすして北のかたへゆき しひとつるさをぬ なんちいのちおし-はうちへいるへし な- たちま をはと､むへしとの給 はおそれて ちへ -
｣　9裏　　にけるさてかのもんをひらかんとすれは大
はんしゃくともをかさねたるかこと-にてすこしもゆるかすそのとき-らまのかたをふしおかみねか くは御ちからをそへてたひ給へとねんし給へはひらさけ-やかてうちへ人見給ふに女のこゑあまたしてなきける立より見給ふに三条殿の北のか とと ひとのみたいところはおはしまさすいかに成ゆき給ふそと御たつねありけれは中納言殿北の　(かた)
一三日さきにおにのゑしきとな-給ひぬ
｣1 0衣　　とて-ひはか-取いたしけれは是はゆめかや
三とせのほとさへなからへてけふ のころむなしくなり給ふこ のか しさよとて しまろひなき給ふとしひといよ　-　心も な-おほしめしたつねられけれはさのふまてこれよりおくに御きゃうのこゑきこえつるか何とならせ給ふやらんしらすといふお っかな-ておはくの戸をあけみ給へはかすかなる所
｣ 　 1  0 裏｣　H表
専修国文　第84号　96
にをしこめられておはしけるか御めを見あはせてあきれはていかに-.1とはか-な-や､あ-ておほせけるはなにとしてこれまては御い-候そやまつ　-　こんしやうにてみみえぬる事こそうれしけれ我あすほおのゑしきとなるへし一すちにこせほたいをたのみたてまつ おにのかへらぬさきにと-　-　御かへ-あれとてなみた むせひ給ふとしひとこれまてたつねけるもおなし道にとこそ恩ひつるにいかてかへ候へきさておにともかへる きにしるしはいか,ととひ給へは-まなきそらもかき-ちりしんとうらいてんおひた､しくしやち
T･マ1
-の雨ふりてさとのうちより のこゑきこえ候とその給ひけるさ なん時 かへ-候はんするあすのむまのこ-にかへら と申つるとおはせられけれはそのあひたににとものすみかみんとて こ 人　-
かたらひこゝかしこ御らんすれは大きなるおけともおは-ならへをきた-みれはあまたの人をと-てすしにしてをきけ-又かたはらをみれは十四五のち かつ きを-し
｣　1 1裏　　きしにしてあり又あまほ　(う)　しの-ひを二｣ 　 1  2 表
三百しゆすのこと-につなきのきのたなとにかけならへた かれを見これを見るにおそろしとも中　-　申はをろ 也かくてしこくもうつれはに かに空 きくもりかみなりしんと してひかりものひちかひおにのこゑ山をくつすことしのこりの人〈はた,いきた 心ちはな -けりされともとし とは まや　-　まち給ふ
(絵④二)
さるほとにあ-ろわうわか宿ちか-なれかとまも-の女はなきかわかるすになにものなれはきたるそ手 か そにらみ
｣ 　 1  2 裏
アラス市立美術館蔵｢田村の草子｣翻刻と解題97
ころせとて千八百のまなこのひか-くわえんのとふこ く也されともとしひとのかうへのうへには日月あま-た-給ひてとしひとのまなこ なりてにらみ給へはおにともにらみ けてちのなみたをなかしけるその きたもんて よ-給 -たるつるきをなけ給へはおにの-ひみなことくくおちたりけり此とき人　-　ちからつきとしひとをふしおかみ給ふさてと れたるおとこ女おもひくのふるさとへをくりかへされける万みんのよろこ 事かきりなし中にも三条中納言殿御なけきおもひやられてあはれなりかくて将軍は思ひのまゝにきしんをしたかへ給ひて宮こにはりとし月をゝくり給ふはとにむつの国にて1夜のなさけをかけ しっの女はら 男子1人出 -名をはふせ-殿と申この子九さいの御としよ-あた-
の山てらにてか-もんせきせけるに一を十とさと-けるか十さいのとしつ-　-　とあんしけるは人 んのみならすてうるいちくるいまてもちゝ母あ-わ ちゝはいつ-にあるそとはゝに ひけれは母な たをなかしなんちかちゝこそたうこくのきしんを
｣　14表　　したかへ給ひつるとしひと将軍なれと有
のまゝにかたりくた の ふらやをとり出しみせけれはそのきならはみやこにのほりちゝにたいめんせんとて廿日あま-のみちなれとも夜を目につき三日にみやこにつき将軍の御もんのまへに立やすらひ給折ふしとしひとま-をあそはしける か -ゝのそとへきれけるをふせ-殿さらりとなかし思ひのまゝに め--て とのこと-けこまれたりとしひと御覧してなにもの
｣　14裏　　そととひ給へともこたへすいかさまま-はす
くれたりとおほしめしいかなるものやと仰せ











かふら矢一つい給へはその矢みやうしうの津にと､まり七日七夜ひ､きわ れは人みなおとろささはきれいもんをひかせらる､にはかせかんかへていは-日本の将軍このくにをした へんとてきたるなり はんはそ-さんのせうこ-なれ も人のちゑふかうしてこ,ろかうな-そのうへ神国としてゆみやのはかりことをえたりいか ほん
｣-塞｣　2表
アラス市立美術館蔵｢F銅寸の草子｣翻刻と解題99
ふのちからにてふせくへしふつりきならてた み倖 んかたなしけいくわ和尚百千万のふとうみやうわうこんからせいたかひき-してみや しうの津にてふせき給ふとしひと御らんしていか やなんちなにものそわか矢さきにはとてもかなふましすみやかに引 -そくへしおはせけるふとうの給ふやうなんちせうこくの臣として大こ-をしたかへん事おもひもよらすいそき本朝 帰るへしとてかうまのりけんのひかりをはなつてふり給ふとし ともし つうのつるさをぬきた､かひ給ふかふとうのり んたゝ かひまけてしたい〈にしりそき(絵①三 )
ふとうかなはしとおほしめしこんかう童子








へからすねかは-はとしひとかゐりさをおとしてたひ給へとおほせけれはたもんてんの御返事にこの国はふっほうきかんにしてふっ神ちからをそへ給ふ かるを日本のけん臣 いわうのまはりをいかてかうしなひ候へきゃとおはせけれはふとうかさね のたまは-たとひとしひとうしなひ候とも我 にわた- しひとかことくわうほ をもまもりふっほうはしやうの国となすへし の給へはそのときひしやもんとしひ かかはりに日本 しゆことなって ゆしやうをた け給はんとおほせこそうれしけれそのきならはいそき御かへりありてとしひとを ち給ふへしとありしかはふとう大きによろこひかへりたまひて又た､ ひ給ふほ にと ひとのつるきの か おとりふとうのりけんにたゝかひまけて三つにおれて やうせん
｣　5表　　へこそまひあかりけれそのときとしひと
むねんにおもひふとうのふねにのりうつりひっ-んてうへをしたへと返し給ふ程にりけんおちか,りてとし との-ひを打おとせはふとう-ひをとつてこんからせいたかもうちつれ　-　たうとへか り給 三千そうのふねともはなみにゆられ風にはなされていつ-ともなくたゝよひゆ-こそかなしけ その中に将-んのしかいのあるふねは人にしらせんためにや八重のしほ
｣　5裏　　ちをわけきてはかたのうらにそつきにける
としむねこのよしきこ めしいそき下り給ひてかの御しかいをとりおき きまくの御とふらひあ-てな-　-　宮こへのほり給ひてとし月を,-り給ふにやまと 国ならさか山にかなつ てをうつりやうせん 云けしやうのもの出きてみやこへまいるみつきものをみちにてうはひと-おは-の人
｣　6表｣　6裏
アラス市tll-_美術館蔵｢冊寸の草子｣翻刻と解題101



















す-したる口をか,へて と 山に立しのはんとあ はやにあゆみけるとしむねこまかけよせいかに御坊手な はみ申 るにさしたるふせいもなした､し御ほうのつふてはとこそな-とも三代さうてんしてもつたるかふらやlすちけんさんにいれてはあるへさとて神つうのか らやにてい給ふにりやうせんはうかみゝのね三寸のきてなりわた もとよりひきやうし いのもの
｣ 　 1  0 裏｣ 　 1  2 表
アラス市立美術館蔵｢lH村の草子｣翻刻と解題103
なれは七日七夜うみ山かけてにけゝれともさらにはなる､ことなしとしむねは春日山に　(ぢんを)　とりりやうせんほうをまち給ふLUめにかへ-とし宗の御まへに参 手をあはせ申けるはいかなるせいひやうと中 も五町十ちゃうにてかんせきてつへきはとをすなとうけ給はつ 候へけふまて七日か間うみに人はうみにいり山にのほれは山のはり ､のねにはなれす候いかなる御ゆみそやけふよりしてあくしを へ らすいのちを御たす 候は 御ら とうと成申さんとなく〈申けれはとし宗きこしめしゑいりよはかりかたしまついましめて参るへしとてくろかねの さりなはにてく､-五百よきか中にとりこめみやこにかへ-給へはみかとゑいらんまし　-　て御かん 中 かりなし-やうせんはふなを 山にてき--ひを八卜人して きこくも のまへ け
てゆき､のものにみせやかてとし宗は十七にて将軍つかさを給は-むつの国はつせのこはりにゑちせんをそへて下されゑいくわにほこり給ひけ-かゝりける所にとし二年ありていせの- すゝ 山におはたけ丸とてきしん出きゆきかふ人をなやましみつきものもたえ　-　也み とこのよしきこしめしとし宗におはせつけ そ
｣　は塞　　きほろはすへしとのせんしな-将軍かし
こまってせん うけ給は--んひやうをめよせ三万よきにてうつ立すゝかのやまへそをしよする大たけ丸はひさやう さいの物なれはこの しをき､てみねのくろ雲に立まきれ火の雨をふらせらいてんひまもなく風すさまし-ふきてせめよるへきゃうもなくしてとし月 ､-り給ふ叉この山かけに天女あま-たりておはします名をはす､ こせんと申ける大たけ丸す､か御
｣ 　 1  3 表｣ 　 1  3 裏
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せんに心をなやましあるときはうつ-しきとうしとなり又あるときは-きゃう殿上人にへんしてさま　-　のはかりことをめ-らし1夜のちきりをこめはやと心を-たきあ-かれけれともす､かはつう-きにてし 給ふゆへさらになひき給はすか-てとしむねはいかにもしてかたきのあ-所 たしか しりてせめ入せうふをけつせはやとおもひ よてんにいの-をかけ給へはある夜のあ つき夢ともな-うつ､ともな-老人来-給 て此山のおにをしたかへんと恩は､此へんにす､かこせんとて天女のおはしますをたのむしこのほか-こ ならては大 け丸 うつ事なりかたしとをしへ 立さ-給ふと御らんして夢はさめた-けりとしむねは有かたくおほしめしまつ三万よきのつはものをは宮こへかへ 給ひて ,一人すすか山に立しのはせ給ふか夕碁の月ほの
かにさしうつり草葉の露もをきまとひ虫のこゑ　-　あはれをそへふる郷の秋をおもひ
｣　1 4表　　出して草のま-らにうちかたふき給ふに年｣ 　 1  4 裏





｣ 　 1  5 表
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つゝに見えつる人のおもかけ身にそひて時のまもわすられてこひち やみにまよひ給ふかせめてはしはしゆめのたよりもかなとまとろみうはの空なる物おもひにしつみはてなんこともたゝこれお のはからふらんにおもひきらんと又神〈をふし かみねかは-は此あくねんをわすれてきしんをしたかへさせてたひ給へしよてんしよふっの中にも大し大ひの御ちかひこそ有かたけれとかん んを-たきいのりて心をすまし給へともなをわすれもやらぬおもかけの立そひて蕗のいのちもたのみすくなきありさまにてか-口すさひ給ふ
かひまみしおもかけこそはわすられねめにみぬおにはさもあらはあれ
とうちなかめてた､はうせんとしてゐ給ふにありし人のきた-と-　-　わかかたへ御い-さふらふへしとかたらひゆきてひよ






｣ 　 1  7 表
(見返し)
きたるともなく月日を送りけるかある夜のむつこ にわれはこの山にかりに来りて三とせなり御身此山のきしん した へ給はんとて来り給ふともか ひかたかるへし我ちからをそへたてま らむために りに此かいに-たる也かの大 け丸我にちきりをこめんとてさま　-　いひよる也わかはかりことにてたやす-うたせ申へし御心やすくおもひひたすらにたのみ給 さらは我あとをしたひてわ らせ給へとありしかは山〈
｣-塞
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春にのけしきに いつ 日か ものと 也たにの戸あくるう-ひす こゑもたかねの雪とけてかきねの梅のかつちれはさくらはおそしとさきつ -ゝきし 山ふきいろふかく藤なみよする松かえのみとりの空に立つ､きみなみおもてはなつの夜のあけかたちかきほと､さすなきゆ-山はしけりあひ岩かとけつるたきつせになみもす,しき夕くれにとひかふほ る
かすかにてあまの戸た､--ゐなも明ほのをなをやおしむらんさて又にしは秋かせのすゑはの露のちるかけに所々の村
ご幣一I
もみちのいろそへのむし こゑしらる､よもきふのつゆにみたる,いと､はきの花むらさきのふ はかまききやう るかや
｣2表　　をみなへし今をさか-と見えた-けり北は｣　2裏　　冬のけしきにてをのへの松のこすゑ



















にかみをもあはれとおもはせ男女の中をもやはらけたけきものゝふの心をもな-さむるは寄也我うたの道をしらすしてはいかてこのきみとちき-なん うたよみかなとそ､ろに我身をほめ りけりさてす､かこせんのそはちか-よりふしこのほとつ-せし心のは をあはれみ給ふにやた､今のことのはこそ有 たけれとなみたをなかしけれはすゝかこせん我もい 木ならねはいかは りおもひつるそやかまへて見すて給ふへからすとうちと かほに仰けれは大たけ丸もなにか心をのこすへきこしかたゆ-すゑのことゝもいひかたらひ るかあけほのつ-るとり ゑおきわ れゆ-きぬくそてをひかへの給ひけるはかや なる事申につけておこ ましきことな らこの程としむねとやらんいふも 我にふみを よはしけれとも手にもとらす御身にか-
なれぬるときくならはいかなるうきめにもあはすへき心はそ-おもふなり御身のつるきをわれにあっけ給へかしとおはせけれはまことにさることそのとしむねといふこくわしやめはよしある-せものにてわれらをもねらふと聞え候きりなからこ
｣7表　　つるきとものあらんほとは御心やす-おほし






( 絵③ g I )
か-てとしむねは此よしを聞しめしたゝ是悌神の御はからひなりとていよくくはんねんし給ふ夜も明けれはいそき御ようゐ有へしとてまつ二つ つるきを参らするひとつのけんみやうれんといふつるき 大たけ丸かおちに三めんさと申おにかあつ りしか此ほと天 -へ参り候そや又こよひほおにともにさけをすゝめてのませよ へいちを､--て候あひたみなけんそくともはえひふし候へし御心やす- ほしめして打給へとてす､かは雲にの-て立かくれ給ふさるはとに大たけ丸是をは夢に しらすして日の-る､を待かねて来-御せんはいつにおはするそ てれん中さして入けれはとしむね立むかひ給ひてす､かこせん 申はなにものそさためて大たけ丸 申くせ
｣　8裏　　物かなんち知すや我は是日本のみかとに｣9表　 つかへ奉る田村将軍とし宗とは我事也十
七にてやまとの-にならさか山にかなつふてのりやうせんと云けしやうのものをした へ大将軍つかさを給はりみかとをしゆこし申争いこ-まてもそのかくれなしそれになんそまのまへにて大あくをなすことたかゆるしけるそとの給へは たけ丸 今まてうつ-しき童子成しかみる　-　 十丈斗なるきしんと成日月のことくな まなこを見出しとし宗をにらみけるか天地をひゝかし
｣9裏　　大をんあけてなんちはそくさんこくのみかと
の臣下として何ほ のことの有へき 手なみのはとをみせんとて氷 くなるつ さはこを三百 かりなけか-るされ共とし宗のみかたには干しゆ-はんをんと-らま 大ひたもん天両わきに立給ひて将軍の上におちか､るほこを らひ給ふきし はい りをなし








さしも二世とこそちき-つるにはや-もかはりたる御心かなとなみたにむせひ給へは田むらきこしめ いさとよ心のかはることはさふらはすされともこのところにか-てなからへ候へは君の御め-みもうす-なり又はらうとうともの恩 ん ともはか かた おなしくは宮こへ御とも申てすまはや こそ思ひ ふらへとおほせられけれはその御こと とはりなれともきりなから我はこの山のしゆこ神
｣12裏　　となり宮こをまもり申へしいそき御のはり
候へ御心こそかはりた-とも我はしやうりんと申ひめか候うへは弓矢のまも-神となるへし
｣ 　 1  3 表｣ 　 1  3 裏
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給ふとてす､かのさかのしたまかりのしゆくにつき給へは ゝ こせん出むかひ何とてたゝ今ちんをは引給ふそと仰けるとしむね聞しめしその御ことに 候まか-む ふ時も御いとまこい 参らはやとそんし候へともしこ-うつ-なんと思ひまかり をり 也たかまるをはす ふんせめ候へともいまはかい中に岩を- ぬきて引こも- 間舟をとゝのへん為にまつみやこへのほ-候そのうへあま うたれ候此よし中上やかで叉うちよせ申へしと 給へはすゝか こしめしふねもつはものもいかほとあつめ給ふともほん の身にかなふへからすつはもの共いそきみやこへのほせ給 しわらはゝまいりたはか-出しやす　-　とうたせ申さんとてしんつうの-るまに二人 りせつ か間にそとのはまにつき給ふたか丸は折ふし汁ふるねしてゐたりけるかかつはとおきれい
の田村かきたるそようしんせよといふまゝに岩戸をたて､引こもるその時す､かはひた-の手をさしあけ天をまねき給へは十二のほし二十五のはさつあまくたり給ひてみめうのおんかく そろへかの岩屋の上にてまひあそひ給へはたか丸かてうあひのむすめこれをき､あら も ろ おん くや天ちくにありしとき たひくきゝ けれ共かほとのか はいまたきかす はれみはや
｣　5表　　とこそ申けれ
(絵②五)




あけてのそきけれは甘五のはきつ大とうしあつまりてことにたへなるおんか-をそろへまひ給へはあま-のおもしろさに明るとはおもはねともひろ　-　とあきけれはす､か田村にあれあそはせとの給ふとしむねくろ ねのゆみにしんつうのかふらやをうちつかひしはしかためてはなち給ふいかつちのこと になりわたってたかかみけんをいくたき しほね けてうしろなるいしにつぬかれにけりその時つるさをなけ給へはたか丸お こ七人か-ひを打おとし八人つ､のにんそく もたせて宮こへのほり給ひけり-んかう しやうおもひのま､にちゃうたいし又す､か - り給ふこせんはよろこひ みきをす､め夜もすから-は　(ん)けんしてあかしくらさせ給ふあるときす, おはせ るは一とせ大たけ丸かけんみやうれむのつるさを取お LLゆへにこんは-の
こりててんち-へかへり又日本へわたりむつのくにゝきり山かたけにたてこもり
｣　7裏　　て世のさまたけをなすへきとのすいさう












｣ 　 1  1 表｣　H裏
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さけるさるはとにきしんは山をほりぬき口には大はんしや-を戸ひらとしてせめいるへきゃう なし れとも田村はかねてあんないはし-給へ からめてにまはりせめ入見給へは大たけ丸はな りけりか ものおに一人いてなにもの れは我にあんないもいはてとをるらんものみせんとて-ろかねのほうにてうたんとすれはとしむねあふきにてうちおとしに-きものゝふ まひかなとてまついましめて引出すさてはいつ-にあるそとゝひ給へは八大わう 甲は我らかしう りゑ し にお します御見まひのためにきのふ御こ 候 やかてかへり給はんと申せはにはかに空-もりかみなりしてくろ雲一むらの中よ おにのこゑすさましうしてあらめつ や田村との久しきほとのけんさん也1.とせ伊せのす,か山にて御身はそれかしをうち ､め りと
おもふらん我はそのころ天ち-にようありて玉しゐ一つのこしをきてかへるなりそれをわかほんたいとおもふらん人間のちゑのあさましさよとわらひけれは田む 聞給ひてそれはさることもあるへしなんちかつるきはいかにとのたまへは是こそけんみやうれ よとてさしあくるとしむね御らんしてう し/＼二つのつるきは給 りて日本のたからとなし今ひ つのけんをと-のこし心に
｣　1 2表　　か,りおもひしに是まてのちさんなにより
まんそくなりとの給へは大た 丸 らをたてあのわつはに物ないはせそ三めんさなきかといへはかほの三つあるあかきおにおとり出て大せきを雨のふるほとうちけれともひとつもあたらすそのとき しむねれいの大ゆみにかふら矢つかひしはしかためてなち給へは三めんきかまつかうい-た れてあしたの露ときえにけり大たけはらをすへ




すゝかこせんは御らんして此-ひたゝいまおちかゝるへしょうしんあれと よろひかふとをかさねてき給ふ 二時はか-あ-てな-わた-田村のかふとのてへんにまひさかりてくらひつきけ と むねかふとをぬき御らんするにそのま くひはしにけるのこりのけんそ ともにはなわをかけ引のはりみなくひきつ こく んにそかけられける又大たけ丸か- をはまつたいのためしにとてうちのほうさうにおさめ千本の大 しらと申 今の世まてもみこしのさきにわたるはこの大たけ丸かかしら也さるはと 将軍のい-わほういよくまさりけるとかやかくてとしむねす
すかのこせんとなをあさからぬ中となり給けるかすゝかこせんた､風のこ､ちと仰られ
｣　は裏　　しかしたいにおもらせ給ふとしむね心う-｣　1 4表　　おほ め さま　-　の御いのりあれはすゝか此
よしきこしめし我はかりにこのかいに生るゝなり此世のきえんつきたれはいかにいのり給ふともかひあるま いとま申て田村殿しやうりんをいとをしみ給へといひす ゝつゐにむなしく成給ふと むねの御なき中〈申はかり あまり な み給ひて一七日こかれし ゝし　(に)　給ふかやかて いとにゆき給ひて-しやう神をよひなんちは十わうの下人かわれは是しやはの田村将軍
｣　14嚢　　としむねなりなんちかしうにたいめん申た
きよし申へしと 給へは-しやう神大きにいかりしやはにてはなにものに もあ かし今我らにさやうの事をいはん むけんへおとすへしとて-ろきおにとあをき
｣ 　 1  5 表｣ 　 1  5 裏
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おにかひきたてんとしけるをたかあしたにてころくとけたふし我いふことを閉ましきかと ほせけれは-しやう神はさもをけし ､あきれはてたるはかりなりや､ありてお あかりせひのしさいもなく十わうのまへににけてゆき此よしか-と申けれは十わう山給ふその時としむね我つま七日いせんに身 かり 候いそさかへし給はるへしとの給へはそれはちゃうこうかきりあれ かなふましなんちはひこうなりいそさかへ おほせけれはちゃうこうなれはこ かへしてたへとは申候へひこうなれはいひふんはなし し給はすはらうせきのあるへしとて-わ いのゐんをむすひなけ給へは大しや-て やけあかるそのとき大とうれんをぬき給 かけまはり給ふ此大とうれんはもんしゆのけしなれは十わうもくしやう神もいかてかたや
｣ 　 1  6 衣
す-おもふへきゑんまわうはこ-そつをめしかのものをいそ かへせとの給へはこ-そつ申けるはちゃうこうのものなりそのうへはやからたも候はすいか､はせん 申けれはすゝかとおなし時にむまれたる女のみの､くにとふかいといふところにあ- れに取かへよと仰けれ こ-そつうけ給ってかのかしらに取かへて田むらのまへにいたしけるかありしよりすかたもかはり たちおとりけれはとしむねはらをたてもと こと-になしてたひ給へと仰けれは第三のみやう-はんを御つかひにて東方しやうるりせ い いわほうしゃくのくすりをす､め給へはなをそのむかしよりいつ-しうならせ給ひ るとかやさてたいしや-の給ふは今よりのち三年のい まをとらする也とそ ひけるめいとの はしやはの四十五年也さてこそ田村将軍





さてもこの人しやう-んは-はんおんのけしんにてましませはしゆしやうさいとのはうへ かりに人けんとあらはれ給ふ又す､かこせんはちくふ のへんさい天女なるかあっきしやしんをたすけふったうに人給ふへきとてさま　-　にへんけ給ふも御しひふかきことなりさてまつたいのためしにせいすいしの御こん う大同
隼にしやうしゆして人同寺と申せしか




｣　 1  9衣
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